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北
秋
田
市
議
会
第
１
回
臨
時
会
が
１
月

18
日
、市
議
事
堂
で
開
か
れ
、副
市
長
の
定

数
を
２
人
に
す
る
条
例
や
市
立
米
内
沢
診

療
所
を
設
置
す
る
条
例
、平
成
22
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
な
ど
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。 

　
は
じ
め
に
提
案
さ
れ
た
、
北
秋
田
市
副

市
長
の
定
数
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
は
、
副
市

長
の
定
数
を
１
人
か
ら
２
人
に
す
る
も
の
。

　
津
谷
市
長
は
「
合
併
か
ら
５
年
が
過
ぎ

て
、
市
民
に
必
要
な
課
題
や
行
政
課
題
、

政
策
展
開
が
必
要
な
時
期
で
も
あ
る
と
い

う
認
識
を
持
っ
て
い
る
。
今
後
様
々
な
政

策
課
題
に
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取
り

組
む
た
め
に
は
、
市
長
、
副
市
長
と
も
に

今
ま
で
以
上
の
機
動
性
を
確
立
す
る
必
要

が
あ
る
た
め
、
副
市
長
を
事
務
全
般
を
総

合
的
に
扱
う
担
当
と
、
特
命
事
項
を
扱
う

担
当
の
２
人
制
に
し
て
行
政
運
営
に
あ
た

る
の
が
有
効
か
つ
適
当
と
判
断
し
た
」
な

ど
と
説
明
。
議
案
は
、
質
疑
応
答
の
あ
と

無
記
名
投
票
に
よ
り
採
決
さ
れ
、
賛
成
16

票
、
反
対
９
票
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

　
次
に
提
案
さ
れ
た
、
北
秋
田
市
診
療
所

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
は
、
３
月
31
日
を
も
っ
て
北
秋
田

市
上
小
阿
仁
村
病
院
組
合
が
解
散
す
る
こ

と
に
伴
い
、
公
立
米
内
沢
総
合
病
院
の
業

務
が
終
了
す
る
た
め
、
新
た
に
森
吉
地
区

に
市
立
診
療
所
を
設
置
す
る
も
の
。 

　
設
置
す
る
米
内
沢
診
療
所
は
無
床
で
、

内
科
、小
児
科
、整
形
外
科
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
科
、脳
神
経
外
科
、心
臓
血
管
外
科

の
診
療
科
を
、
常
勤
医
師
２
人
を
含
め
21

人
の
ス
タ
ッ
フ
で
運
営
し
、
現
在
あ
る
療

養
病
床
は
市
民
病
院
に
移
し
、
建
物
は
現

在
の
病
院
の
一
部
を
利
用
す
る
計
画
で
す
。 

議
案
は
、
質
疑
応
答
の
あ
と
無
記
名
投
票

に
よ
り
採
決
さ
れ
、
賛
成
15
票
、
反
対
10

票
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
あ
と
、
市
営
森
吉
山
阿
仁
ス
キ
ー

場
の
設
置
や
市
営
打
当
ス
キ
ー
場
の
廃
止
、

補
正
予
算
案
な
ど
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

市
議
会
第
１
回
臨
時
会 

市
立
米
内
沢
診
療
所
の
設
置
を
可
決 

 

 

　
津
谷
市
長
の
記
者
会
見
が
12
月
27
日
、

市
役
所
で
開
か
れ
、
年
末
に
あ
た
り
今
年

１
年
を
振
り
返
り
、
新
年
の
抱
負
を
語
り

ま
し
た
。 

　
津
谷
市
長
は
「
就
任
２
年
目
の
年
で
あ
っ

た
が
昨
年
に
引
き
続
き
、
目
の
前
の
懸
案

事
項
を
一
つ
ひ
と
つ
片
付
け
な
が
ら
、
あ
っ

と
い
う
間
に
年
の
瀬
を
迎
え
た
。
少
し
ず

つ
で
は
あ
る
が
一
定
の
方
向
付
け
が
で
き
、

前
に
進
ん
で
い
る
と
実
感
し
て
い
る
」
と

し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ま
し
た
。 

　
市
民
病
院
に
つ
い
て
は
、
計
画
し
た
医

師
数
を
確
保
で
き
ず
十
分
で
は
な
い
が
４

月
に
開
業
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
新
た
に

医
師
２
人
を
増
員
し
た
が
、
引
き
続
き
医

師
確
保
に
努
力
し
た
い
。
病
院
ま
で
の
ア

ク
セ
ス
は
、
バ
ス
や
乗
合
タ
ク
シ
ー
な
ど

あ
る
程
度
の
利
便
性
は
向
上
し
て
き
た
。

冬
期
は
病
院
と
薬
局
を
結
ぶ
車
両
を
運
行

し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
、
利
便
性
を
向

上
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
み
た
い
。 

　
阿
仁
ス
キ
ー
場
に
つ
い
て
は
、
ス
キ
ー

場
が
撤
退
と
な
っ
た
場
合
、
市
の
観
光
行

政
に
対
す
る
影
響
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、

市
で
譲
渡
を
受
け
る
方
向
で
協
議
し
、
市

議
会
に
も
理
解
を
い
た
だ
い
た
。
今
後
は
、

市
が
譲
渡
を
受
け
る
方
針
で
協
議
に
入
る

が
、
保
有
会
社
に
対
し
て
の
原
状
回
復
費

用
の
一
部
負
担
の
交
渉
や
、
施
設
整
備
費

用
に
つ
い
て
県
と
協
議
し
な
が
ら
市
の
負

担
を
軽
減
で
き
る
よ
う
進
め
た
い
。 

　
大
館
能
代
空
港
国
際
チ
ャ
ー
タ
ー
便
の

運
航
に
つ
い
て
、１
月
か
ら
５
回
、台
北
か

ら
国
際
チ
ャ
ー
タ
ー
便
が
運
航
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
、大
変
喜
ん
で
い
る
。大
阪
便
が

廃
止
と
な
り
、
空
港
の
存
続
す
ら
危
惧
さ

れ
る
中
に
あ
っ
て
、
こ
の
チ
ャ
ー
タ
ー
便

の
運
航
は
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
と
考
え
て
お

り
、
県
や
空
港
利
用
促
進
協
議
会
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
次
に
つ
な
げ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
な

ど
と
１
年
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
こ
れ
か

ら
の
展
望
も
含
め
て
会
見
し
ま
し
た
。 

▲１年を振り返り会見する津谷市長 

市
長
記
者
会
見 

年
末
に
あ
た
り
津
谷
市
長
が
記
者
会
見 

 

市議会第１回臨時会／市長記者会見

 

　
平
成
23
年
の
仕
事
始
め
と
な
っ
た
１
月

４
日
、
市
役
所
大
会
議
室
で
津
谷
市
長
が

幹
部
職
員
ら
を
前
に
年
頭
の
訓
示
を
行
い

「
自
由
な
発
想
と
行
動
力
を
も
っ
て
積
極

的
な
取
り
組
み
を
期
待
し
ま
す
」
と
職
員

に
奮
起
を
促
し
ま
し
た
。 

　
津
谷
市
長
は
「
限
ら
れ
て
い
る
財
政
の

中
で
市
民
の
方
々
か
ら
の
様
々
な
要
望
を
、

ど
の
よ
う
に
成
し
遂
げ
て
い
く
か
が
大
き

な
課
題
で
あ
る
。
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て

取
り
組
み
、
市
民
に
情
報
を
オ
ー
プ
ン
に

し
て
、
一
つ
ひ
と
つ
解
決
に
向
か
っ
て
い

き
た
い
。
直
面
す
る
様
々
な
課
題
を
先
送

り
に
す
る
こ
と
な
く
、
真
正
面
に
も
の
ご

と
に
向
か
っ
て
い
く
姿
勢
で
臨
み
た
い
」

な
ど
と
課
題
に
対
す
る
取
り
組
み
姿
勢
を

述
べ
ま
し
た
。 

　
ま
た
「
今
年
の
目
標
と
し
て
、
自
分
自

身
が
積
極
的
な
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
い
、

北
秋
田
市
を
売
り
込
ん
で
い
き
た
い
。
職

員
の
皆
さ
ん
も
ふ
る
さ
と
北
秋
田
を
ど
の

よ
う
に
元
気
づ
け
、
賑
わ
い
を
取
り
戻
せ

る
か
を
真
剣
に
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

皆
さ
ん
の
考
え
を
お
互
い
に
話
し
合
っ
て

伝
え
て
ほ
し
い
。
行
財
政
改
革
に
よ
り
職

員
数
が
削
減
さ
れ
て
い
る
中
で
、
一
層
の

緊
張
感
を
持
ち
な
が
ら
、
市
民
へ
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
落
と
す
こ
と
な
く
、
更
に
充

実
し
て
い
け
る
よ
う
真
剣
に
取
り
組
ん
で

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
、

み
な
さ
ん
の
知
恵
と
柔
軟
性
を
も
っ
た
発

想
が
必
要
。
職
員
同
士
が
北
秋
田
市
の
展

望
な
ど
を
自
由
に
話
し
合
え
る
機
会
を
つ

く
り
、
一
緒
に
将
来
像
を
語
り
合
っ
て
い

き
た
い
」 

な
ど
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。  

　
そ
し
て
「
北
秋
田
市
の
次
の
世
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
が
夢
と
希
望
、
誇
り
を
も

て
る
ふ
る
さ
と
に
し
て
い
く
た
め
に
も
、

職
員
の
皆
さ
ん
が
受
け
身
に
回
る
こ
と
な

く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
で
自
由
な
発
想
と

行
動
力
を
持
っ
て
積
極
的
に
取
り
組
む
こ

と
を
期
待
し
ま
す
」
な
ど
と
訓
示
を
行
い

ま
し
た
。 津

谷
市
長
が
年
頭
の
訓
示 

自
由
な
発
想
と
行
動
力
を
持
っ
て
積
極
的
な
取
り
組
み
を 

▲幹部職員らにむかって年頭の訓示 

12
月
17
日（
金
）▽
平
成
22
年
12
月
定
例
会
本
会
議（
議
事
堂
）
 

18
日（
土
）▽
七
日
市
自
治
会
長
会
　
市
長
と
語
る
会（
七
日
市
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
） 

19
日（
日
）▽
千
葉
和
男
氏
、戸
嶋
秀
雄
氏「
叙
勲
受
章
祝
賀
会
」（
交
流
セ
ン
タ
ー
） 

22
日（
水
）▽
公
立
米
内
沢
総
合
病
院
職
員
説
明
会（
公
立
米
内
沢
総
合
病
院
） 

27
日（
月
）▽
市
長
記
者
会
見（
本
庁
舎
）▽
緊
急
雇
用
対
策
本
部
会
議（
本
庁
舎
） 

28
日（
火
）▽
年
末
庁
舎
ま
わ
り（
市
役
所
各
所
） 

１
月
１
日（
土
）▽
第
30
回
北
秋
田
市
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
開
会
式（
中
央
公
民
館
） 

２
日（
日
）▽
大
太
鼓
叩
き
初
め（
大
太
鼓
の
館
） 

４
日（
火
）▽
平
成
23
年
北
秋
田
市
消
防
出
初
式（
合
川
駅
前
ほ
か
）▽
年
頭
の
訓
示

（
本
庁
舎
ほ
か
） 

６
日（
木
）▽
人
権
擁
護
委
員
三
浦
欽
一
氏 

委
嘱
状
交
付
式（
本
庁
舎
） 

７
日（
金
）▽
北
秋
田
市
教
育
セ
ン
タ
ー 

平
成
22
年
度
所
員
発
表
会（
文
化
会
館
） 

８
日（
土
）▽
北
秋
田
市
交
通
指
導
隊
、防
犯
指
導
隊
　
出
陣
式
及
び
観
閲
式（
中
央

公
民
館
） 

９
日（
日
）▽
阿
仁
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員 

新
春
交
流
会（
あ
ゆ
っ
こ
） 

11
日（
火
）▽
阿
仁
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
仙
北
谷
勝
雄
氏
、柳
原
博
氏
　
全
日
本
ス
キ
ー

連
盟
受
賞
報
告（
本
庁
舎
）▽
北
秋
田
市
土
地
改
良
連
絡
協
議
会
　
事
業
懇

談
会（
ホ
テ
ル
松
鶴
） 

12
日
（
水
）
▽
鷹
巣
観
光
物
産
開
発
（
株
）
新
年
会
（
ぶ
っ

さ
ん
館
）▽
綴
子
自
治
会
長
連
絡
協
議
会（
綴
子

基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
） 

13
日（
木
）▽
北
秋
田
市
商
工
会
女
性
部
　
新
春
交
流
会

（
中
央
公
民
館
） 

14
日（
金
）▽
北
秋
田
市
米
政
策
推
進
協
議
会（
本
庁
舎
） 

15
日（
土
）▽
Ｊ
Ａ
鷹
巣
町
青
年
部
　
雪
中
田
植
え
（
大

太
鼓
の
館
前
） 

 

出初式であいさつする津谷市長 

▲市立米内沢診療所の設置条例は無記名

投票により採決 
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